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RHEOBYK-420

RHEOBYK-420
タレ止め性および沈降防止性を向上させる水系および水希釈系塗料に適した
液状レオロジー添加剤
水系ピグメントコンセントレートの製造にも最適。RHEOBYK-420はチキソトロピー流動性を付与し、
後添加が可能

製品データ

組成
変性ウレアの溶液

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格値ではございません。

密度 (20℃): 1.12 g/ml
有効成分: 52 %
溶剤: N-メチルピロリドン
引火点: 95 °C

貯蔵および輸送
湿度の影響を受けやすいので、乾燥した場所で保管して下さい。 貯蔵中にわずかにくもりが生じることがありますが、
レオロジー特性への影響はございません。 納入時に規定された貯蔵安定性は、製品が正しく取り扱われ、未開封で貯
蔵された場合に適用されます。

特記事項
中極性の系にはRHEOBYK-410、低極性および非水系にはRHEOBYK-411が適しています。

適用分野

塗料

特長
塗料中で撹拌すると、本添加剤により3次元の網目構造が形成されます。その結果、チキソトロピー流動性が付与され
るので、沈降およびシネレシスが低下し、またタレ止め性が向上します。レベリング性への悪影響はございません。
本添加剤は液状なので、取扱いが容易です。添加時のpH調整および温度調整が不要です。

推奨用途
RHEOBYK-420 は特に、沈降防止剤として、ピグメント、フィラーおよびつや消し剤を含有する水系コンセント
レートの製造に使用されています。本添加剤は優れたシェアーシニング効果を有し、低粘度なので前述のコ
ンセントレートへ添加しやすいことを特長としています。さらに、チキソトロピー流動性のコントロールに適して
いるので、タレ止め性およびレベリング性が最適化できます。
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RHEOBYK-420

推奨添加量
沈降防止性を向上させるには、全配合に対して添加剤として0.3-1.5 %
タレ止め性を向上させるには、全配合に対して添加剤として0.3-3 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
ミルベースへ添加し、適切に分散されれば、最適な効果および再現性が得られます。温度調整および
pH調整は不要です。 本添加剤は後添加による粘度調整に適しています。後添加剤として使用したときに、
製品が不均一になる場合、一般的な共溶剤を使用すれば均一性は改善できます。

特記事項
本添加剤は塩素イオンを含有するので、 製造した塗料が金属と接触する場合には防食性を確認して下さ
い。また、塗料はプラスチック容器または金属容器の腐食防止のために内面コートされた容器に保管して下
さい。しかし、硬化塗膜の防食性への悪影響はございません。
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